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 ね
り
ま
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（Ｎ
Ｓ
Ｎ
）は
、
１
９

９
６
年
に
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
の
実
行
組
織
と
し
て
当

時
の
３
団
体
で
結
成
さ
れ
、
年
１
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の

都
度
、
新
し
い
シ
ニ
ア
の
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
加
盟
団
体
が
10
団
体
と

な
り
、
団
体
間
の
交
流
が
必
要
と
の
認
識
か
ら
、
２

０
０
３
年
に
「サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
２
０
０
５
年

に
「Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
報
」、
２
０
０
６
年
に
「合
同
バ
ス
旅
行
」、

２
０
０
８
年
に
「チ
ャ
リ
テ
ィ
・ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

（Ｃ
Ｃ
Ｗ
）」、
２
０
１
０
年
に
「講
演
会
」、
２
０
１
１
年

に
「つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会
」と
い
う
よ
う
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
交
流
事
業
、
広
報
事
業
、
社
会

貢
献
事
業
、
学
習
研
究
事
業
な
ど
を
追
加
し
て
き

ま
し
た
。 

し
か
し
こ
の
数
年
加
齢
の
影
響
か
、
連
絡
会
メ
ン

バ
ー
及
び
一
部
の
有
志
に
よ
る
こ
う
し
た
共
同
事

業
の
運
営
が
重
荷
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

担
い
手
メ
ン
バ
ー
以
外
の
団
体
会
員
全
般
で
見
て

も
、
内
向
き
志
向
が
目
立
ち
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
や
他
の
会
へ

の
関
心
が
薄
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

そ
う
し
た
影
響
で
世
話
役
や
事
務
局
と
い
っ
た 

   

担
い
手
が
一
部
の
人
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
大

問
題
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
配
慮
し
な
が
ら
来

年
度
の
年
間
計
画
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

実
は
昨
年
会
員
か
ら
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

つ
い
て
抜
本
的
な
改
革
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
Ｎ
Ｓ
Ｎ
同
期
会
・メ
ン
バ

ー
会
員
の
１
年
の
活
動
や
成
果
の
発
表
の
場
に
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
への
提

案
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
本
質
は
Ｎ
Ｓ
Ｎ
活
動
の
活

性
化
と
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
も
の
で
、
必
ず

し
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
衣
替
え
に
こ
だ
わ
る
も
の
で

は
な
く
、
要
は
そ
う
し
た
場
が
で
き
る
こ
と
、
発

表
で
き
る
よ
う
な
活
動
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
、
こ

れ
か
ら
ど
う
作
る
か
を
提
案
者
は
重
視
し
て
い
る

と
い
う
内
容
で
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
活
動
の
本
質
に
関
す

る
こ
と
で
あ
り
、
提
案
者
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
短

期
間
で
結
論
の
出
せ
る
問
題
で
は
な
い
の
で
、
時
間

を
か
け
て
検
討
す
る
積
り
で
す
。 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
ホ
テ
ル
な
ど
で
行
う
の

と
違
い
、
自
前
で
や
る
分
参
加
費
は
安
く
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
準
備
が
大
変
で
す
。
一
方
思
っ

た
ほ
ど
は
交
流
に
な
っ
て
い
な
い
と
か
、
マ
ン
ネ
リ

と
い
う
声
が
あ
り
、
参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
何
回
か
議
論
に
な
り

な
が
ら
も
、
従
来
ス
タ
イ
ル
で
継
続
さ
れ
て
き
た

の
は
、
不
満
足
な
が
ら
も
団
体
間
の
交
流
と
、
新
し

い
会
の
披
露
の
場
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
で

す
。 今

年
度
の
活
動
計
画
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
議
が

抜
け
た
以
外
は
、
項
目
上
は
昨
年
度
と
同
じ
で
す

が
、
中
身
は
準
備
す
る
側
も
参
加
す
る
方
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
楽
し
く
出
来
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
の
枠
組
み
や
取
り
組
み
に
も
配
慮
し
て
具

体
策
を
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 (

山
本) 

 

 
 
 
 
 

 

【菜
々
会
の
Ｎ
Ｓ
Ｎ
退
会
に
就
い
て
】 

役
員
改
選
を
現
役
員
及
び
次
期
役
員
候
補
で
協

議
し
た
結
果
、
後
任
役
員
を
決
定
、
1
月
20
日
の

会
合
に
、
73
％
の
会
員
が
出
席
し
、
来
期
の
人
事

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
会
員
も
高
齢
化
し
、
新
会
員
の
加
入

も
期
待
出
来
な
い
故
、
対
外
的
な
活
動
を
縮
小
し
、

Ｎ
Ｓ
Ｎ
を
本
年
３
月
で
退
会
し
て
、
現
会
員
の
親

睦
を
深
め
る
方
針
に
成
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
皆
様

に
は
長
年
に
亘
り
ご
指
導
・ご
後
援
頂
き
、
感
謝
致

し
ま
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

 

菜
々
会 

 

岸 

徹 

 

新
年
度
に
向
け
て 

       



【会員のひろば】 

練馬かごのやで新年会  

 

《
楽
友
会
の
企
画
行
事
》
に
つ
い
て 

今
年
の
冬
は
、
異
常
気
象
で
首
都

東
京
は
２
週
間
に
亘
っ
て
の
大
雪
で
、

わ
れ
わ
れ
楽
友
会
の
定
例
会
が
流
会

に
な
っ
た
。
お
蔭
様
（
？
）
で
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ

の
重
要
な
連
絡
事
項
も
伝
達
す
る
こ

と
が
出
来
ず
に
大
変
困
っ
て
い
る
。 

さ
て
、
わ
が
楽
友
会
は
、
平
成

26

年
度
か
ら
毎
月
の
企
画
行
事
を
一
部

変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。
即
ち
「
企
画

行
事
」
を
、
こ
の
３
年
間
ほ
ど
、
年
間

約

10
回
を
３
人
の
担
当
者
で
企
画
し

て
来
た
が
、
少
し
負
担
が
重
す
ぎ
る

と
の
会
員
の
意
向
で
、
今
年
度
か
ら

４
人
編
成
に
し
て
企
画
行
事
を
年
間

５
回
に
減
ら
す
こ
と
に
変
更
し
た
。 

そ
れ
に
依
っ
て
各
人
負
担
を
軽
減

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
代
り
、
良

い
イ
ベ
ン
ト
や
良
い
催
し
物
等
の
企
画

が
出
て
来
れ
ば
、
い
つ
で
も
発
案
し
て 

会
員
に
呼
び
か
け
て
参
加
す
る
こ
と

に
し
た
。 

因

み
に
平

成

25
年

度

の
主

な
企

画
行
事
を
例
挙
し
て
み
る
と
。 

４
月

、
「
太

田

黒

公

園

と
角

川

庭

園
」
５
月
、
「
新
装
な
っ
た
東
京
駅
と 

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
と
浅
草
天
空
」
バ
ス
ツ
ア

ー ６
月
、
「
羽
田
空
港
日
本
航
空
整
備 

工
場
見
学
会
＆
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」 

７
月
、
「
江
古
田
の
街
散
策
と 

カ
ラ
オ
ケ
」
懇
親
会 

９
月
、
「
西
武
高
麗
駅
か
ら 

曼
珠
沙
華
の
里
巾
着
田
」
散
策 

10
月
、
「
目
黒
天
空
庭
園
と 

等
々
力
渓
谷
」
散
策 

11
月
、
「
大
江
戸
博
物
館
で
モ
ー
ス
が

見
た
庶
民
の
暮
ら
し
」
見
学
会 

同
じ
く
「
柳
川
＆
福
岡
観
光
ツ
ア
ー
」 

12
月
、
「
新
宿
嵯
峨
野
」
で
、
忘
年
会 

１
月
、
「
練
馬
か
ご
の
や
」
で
、
新
年
会 

２
月
、
中
村
橋
カ
ラ
オ
ケ
と
軽
食
会 

 
楽
友
会 

 

下
河
秀
行 

     

 

《
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》 

今
年
の
「
虹
の
会
」
新
春
恒
例

七

福
神
巡
り
は
、
下
谷
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
過
去
に
川
越
・
深
川
・
谷
中
・
浅

草
へ
と
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。 

三
ノ
輪
か
ら
下
町
情
緒
の
残
る
各

所
め
ぐ
り
、
昼
食
は
洋
食
「
香
味
屋
」

の
メ
ン
チ
カ
ツ
定
食
へ
。
そ
し
て
「
子
規

庵
」
へ
寄
り
ま
し
た
が
、
私
の
10
年
来

の
念
願
の
俳
句
作
り
も
虚
し
く
、
一

句
も
浮
か
ば
ず
あ
と
に
し
ま
し
た
。
締

め
く
く
り
は
レ
ト
ロ
な
「
カ
バ
ヤ
喫
茶

店
」
で
の
お
し
ゃ
べ
り
で
す
。 

参
加
者
５
人
同
世
代
の
せ
い
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
昔
話
も
わ
か
り
あ
い
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
い
つ
も
企
画
・

案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し 

谷
中
の
墓
地
を
抜
け
、
日
暮
里
駅
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。 

私
が
日
頃 

運
動
を
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
〝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〟
と
〝
ヨ

ガ
〟
で
す
。
ど
ち
ら
も
始
め
て
か
ら
10

年
近

く
に
な
り
ま
す
。
運
動
嫌
い
の

私
が
今
続
け
ら
れ
る
楽
し
い
事
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
時
、

ひ
ば
り
が
丘
に
い
て
、
交
通
網
が
ス
ト

ッ
プ
し
、
ど
う
や
っ
て
石
神
井
の
我
が

家
へ
帰
ろ
う
か
と
思
っ
た
時
、
ひ
ら
め

い
た
の
は
自
分
の
足
で
し
た
。
な
ん
と

か
人
に
道
を
聞
き
、
２
時
間
位
で
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
日
頃
歩
い
て
い
た

お
か
げ
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

近
頃
は
以
前
山
歩
き
で
感
じ
た
下

山
時
の
膝
の
痛
み
も
、
足
に
筋
肉
が
つ

い
た
せ
い
か
痛
く
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

今
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
は
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
い
、
以
前
は
自
転
車
で
行
っ

て
い
た
駅
周
辺
で
の
買
い
物
を
、
石
神

井
公
園
の
三
宝
寺
池
と
ボ
ー
ト
池
を

８
の
字
に
め
ぐ
り
、
２
時
間
位
で
帰
っ

て
く
る
こ
と
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
私
を
心
身
と
も
に
元

気
に
し
て
く
れ
る
〝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〟

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

虹
の
会 

 

Ｙ 

・ 

Ｔ 

  



【会員のひろば】 

 
 

《
こ
の
４
年
間
を
想
う
》 

ひ
と
み
会
が
発
足
し
て
か
ら
満
４ 

年
経
過
し
た
２
０
１
０
年
に
角
地
前

会
長
か
ら
引
き
継
ぎ
、
４
年
経
過
し

た
。
こ
の
４
年
間
は
、
ひ
と
み
会
の
活

動
変
革
期
間
の
よ
う
に
感
じ
る
。
（
定

例
会
へ
の
出
席
者
の
増
加
等
） 

就

任

時

、
設

立

５
周

年

記

念

事

業
と
し
て
、
記
念
誌
の
発
行
・
配
布
を

考
え
た
が
、
結
局
既
に
発
行
し
て
い
る

会
報
（
毎
月
発
行
）
を
整
理
す
る
こ

と
に
落
ち
着
い
た
。
会
員
の
協
力
で
２

０
１
０
年
末
に
、
60
ペ
ー
ジ
余
り
の
会

報
集
５
冊
を
作
成
し
た
。 

翌
年
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
と
ひ
と
み
会
総

会
後
の
懇
親
会
費
、
及
び
会
員
に
よ

る
寄
付
金
を
、
義
援
金
と
共
に
練
馬

区
を
通
じ
て
、
日
赤
に
寄
付
し
た
。 

工
場
見
学
は
８
事
業
所
を
訪
れ
た
。

一
部
は
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
セ
ミ
オ
ー
プ
ン
事
業

と
し
て
、
他
の
同
期
会
か
ら
も
参
加

さ
れ
、
感
謝
し
て
い
る
。
定
年
退
職
し

て
８
年
、
工
場
見
学
は
社
会
（
Ｎ
Ｓ
Ｎ

の
他
の
同
期
会
と
の
交
流
を
含
む
）
と

の
関
わ
り
が
で
き
、
有
益
だ
っ
た
。 

ま
た
Ｎ
Ｓ
Ｎ
行
事
の
企
画
委
員
（
バ

ス
ツ
ア
ー
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ク

リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
）
を
経
験

し
た
。
更
に
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
協
力
の
下
に
、

断
捨
離
に
関
係
し
た
ひ
と
み
会
行
事

（
２
回
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
消

費
者
活
動
）
を
実
施
し
た
。 

こ
の
数

年

で
、
突

然

の
会

員

の
死

去
、
会
員
配
偶
者
の
死
去
が
あ
り
、

会
員
が
減
少
し
た
。
２
０
１
４
年
現

在

、
会

員

19
名

の
平

均

年

齢

は
72

歳
。
ひ
と
み
会
は
２
年
後
に
設
立

10

年
に
な
る
。
10
周
年
記
念
事
業
を
行

い
、
室
内
行
事
（
ト
ラ
ン
プ
、
料
理
教

室
、
学
芸
会
、
趣
味
の
話
、
健
康
の
話
、

介
護
保
険
及
び
高
齢
者
の
住
ま
い
の

勉
強
会
等
）
が
充
実
し
、
更
に
６
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
も
皆

が
元
気
で
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

 

ひ
と
み
会 

田
中
正
一 

講
演
会
の
報
告 

《
つ
い
の
住
ま
い
の
研
究
会
》 

【
訪
問
診
療
】 

 

１
月

19
日
、
つ
い
の
住
ま
い
の
研
究

会
の
企
画
で
「
訪
問
診
療
の
実
際
」
の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
39
名
（
う
ち

一
般

2
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

講
師
の
森
宏
太
郎
先
生
（
ね
り
ま

大
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
訪
問
診
療

専
門
）
の
お
話

は
大
変

具
体
的

で
、

「
口
だ
け
出
す
遠
く
の
親
族
」
は
早
め

に
釘
を
さ
し
て
黙
ら
せ
、
療
養
方
針

等
が
ス
ム
ー
ズ
に
決
め
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
、
と
い
っ
た
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
心
構

え
の
大
事
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

【
訪
問
介
護
】 

３
月

２
日
、
つ
い
の
住
ま
い
の
研
究

会
第

２
回
講
演
会
と
し
て
、
ト
リ
ト

ン
ね
り
ま
会
員
で
現
役
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
木
田
正

吾
さ
ん
か
ら
「
介
護
が

必

要

に
な
っ
た
時

に
使

え
る
サ
ー
ビ

ス
」
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
（
35
名
参

加
）
。
大
腿
部
骨
折
の
高
齢
者
を
例

に
、
退
院
後
、
自
宅
で
介
護
保
険
を

使
っ
て
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
手
続

き
、
利
用
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
学

び
ま
し
た
。
分
か
り
易
い
説
明
で
し
た

が
、
一
度
で
理
解
す
る
の
は
難
し
い
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
事
務
局 

武
藤
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

《
Ｗ
Ｈ
Ｃ
第
３
回
講
演
会
は
『
終
活
』
》 

第
３
回
公
開
講
演
会
が
３
月
３
日

(

月)

、
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン

タ
ー
２
階
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は

シ
ニ
ア
世
代
に
即
し
た
『
終
活 

も
し

も
の
時
の
準
備
。
い
つ
や
る
の
？ 

今

で
し
ょ
！
』
。
講
師
は
ラ
ジ
オ
等
で
お

馴
染
の
二
村
祐
輔
さ
ん(

葬
祭
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト)

。
参
加
者
は
一
般
参
加
者

60
人
を
含
め
て
１
０
０
人
だ
っ
た
。 

豊
富
な
資
料
と
経
験
を
踏
ま
え
、

重
く
な
り
が
ち
な
テ
ー
マ
を
軽
妙
な

話
術
で
楽
し
く
、
か
つ
葬
儀
・
告
別
式 

の
本
質
等
に
つ
い
て
、
分
か
り
易
く
お

話
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 

(

佐
藤) 



【定 

例 

行 

事
】 

☆
話
飲(

ワ
イ
ン)

の
会 

自
由
に
お
弁
当
を
持
ち
こ
み
、 

飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
く 

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。 

素
敵
な
出
会
い
が
？ 

（月
日
） 
第
１
金
曜
日
と
第
３
水
曜
日
が
原
則 

（場
所
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・チ
ャ
イ
ハ
ナ
光
が
丘 

 

光
が
丘
駅
よ
り
徒
歩
５
分
。
Ｈ
Ｐ
参
照
。 

(

参
加
費) 

５
０
０
円
。 
飲
み
物
代
含
む
。
要
予
約
。 

 
 
 
 
 
 

ワ
イ
ン
・ビ
ー
ル
・コ
ー
ヒ
ー
・紅
茶 

  

（問
合
せ
・申
込
）四
季
会 

吉
村 

☎
０
７
０(
６
５
５
９)

３
９
３
３ 

 

    

☆
太
極
拳
の
会 

講
師
の
先
生
を
お
呼
び
し
て
月
２
回
太
極
拳
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
数
名
の
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

（日
時
）第
２
・４
火
曜
日
午
後 

（場
所
）東
大
泉
中
央
地
域
集
会
所 

（申
込
・問
合
せ
） 

二
三
の
会 

伊
藤
☎
（３
９
２
２
）８
８
０
３ 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り
、
自
然
に
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を

体
得
し
ま
し
ょ
う
。 

（日
時
）奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

（場
所
）谷
原
出
張
所
（高
野
台
駅
下
車
３
分
）の
予
定 

（会
費
）３
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）エ
ル
フ
内
藤
☎
（６
７
６
０
）２
８
１
５ 

☆
八
展
会
囲
碁
ク
ラ
ブ 

(

日
時)  

月 
 

日(

火)

、 

月 
 

日
（金
） 

12
・
30
～
17
・
00 

(

場
所)

光
ヶ
丘
地
区
区
民
館 

(

申
込) 

八
展
会 

関
野 

☎(

５
９
９
８)

９
８
８
８ 

 

 

☆
楽
し
く
本
を
読
む
会 

今
迄
読
ん
だ
事
の
な
い
新
し
い
本
に
出
会
う
喜

び
と
新
鮮
な
学
び
が
得
ら
れ
ま
す
。 

(
日
時
）毎
月
第
１
土
曜
日

13
・
00
～
14
・
45 

(

場
所
）サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬
会
議
室 

(

申
込
、
問
合
せ
） 

       
ま
る
く
会 

吉
田
☎(

６
７
６
０)

７
１
１
２ 

         

 
 

  

 

  
 

                   

編
集
後
記 

レ
ジ
ェ
ン
ド
葛
西
、
涙
の
真
央
ち
ゃ
ん
の
ソ
チ
五
輪

も
終
わ
っ
て
、
次
は
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
と
マ
ー
君
に
注
目
・

期
待
し
た
い
。 

わ
が
Ｎ
Ｓ
Ｎ
も
新
年
度
を
迎
え
て
、
新
体
制
・新
機

軸
路
線
で
更
な
る
展
開
を
期
待
し
た
い
。
（五
） 

  

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ 

 ▼
Ｈ
26
年
１
月
25
日(

土)

14
・
00
～
16
・
00 

 
 
 
 
             

於
・谷
原
出
張
所
会
議
室 

▼
Ｈ
26
年
２
月
22
日(

土)

14
・
00
～
15
・
30 

於
・え
ー
る
会
議
室 

連
絡
確
認
事
項 

① 

チ
ャ
リ
テ
ィ
・ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
委
員
会 

･

春
の
Ｃ
Ｃ
Ｗ
開
催
（４
月
１
日
） 

(

石
神
井
公
園
コ
ー
ス
） 

② 

講
演
会
（Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
） 

・講
演
会
の
開
催
（３
月
３
日
） 

(

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

③ 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会 

・プ
ロ
グ
ラ
ム
・講
師
選
定
・テ
ー
マ 

④ 

つ
い
の
住
ま
い
研
究
会 

・研
究
会
及
び
講
演
会
の
予
定 

⑤ 

会
報
編
集
委
員
会 

⑥ 

そ
の
他 

 

検
討
事
項 

 
 
 
 

・サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て 

 
 

 

 

  
オープン参加行事のご案内 

＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

 

 


